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飛躍の拒否、ヴァレリー のドガ論をめぐつて
安野 麻子
序 パスカルを非難したヴァレリー
よく知られているように、ヴァレリー は「『パンセ』の一句を主題とする変奏
曲」の中で、極めて激しい口調で、パスカルを非難している。その非難は、必
ずしも正当なものとはいえない面をも持つていると言えるが (1)、一方で、こ
の作品の中には、ヴァレリー がその精神生活において抵抗しようとしたものが
象徴的に表現されているとも考えることができ、その意味では、非常に興味深
い作品である。
例えば、そこでヴァレリー がパスカルを非難している文章の一部分を取り上
げると、それは次のようなものになる。
「人間はくだらないものだ、人生は空しいものだ、自然は敵だ、知識もはかな
いものだなどと、他人にいくら繰り返して言つても、それで何を教えた事にな
るだろうか? 人間が無である事はわかりきつているのに、その無をおしつぶ
そうとしたり、あるいは人間がとつくに知つている事を、あらためて言いきか
せたりするのが、いったい何の役に立つだろうか?」 (2)
しかしこのように言つてはいるものの、ヴァレリー 自身、人間存在の空しさ、
相対的価値観の浮薄さといったものに対して無関心であったはずもなく、パス
カルの絶望、パスカルの孤独といつたものにヴァレリー が全く無知であつたな
どということはあり得ない。例えばパスカルは、人生のあらゆる営みは、人間
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の悲惨な状況から目をそらすための気晴らしである、という意味のことを繰り
返し言つているが、このことに対してもヴァレリーは、「彼が芸術家、しかも偉
大な芸術家でありながら、芸術をいやしめるのも結構である。彼が幾何学者、
しかも偉大な幾何学者でありながら、その学問をば、単なる好奇心、そのよう
なものに専心しても人間の魂を本質的な不幸から引きはなすことの出来ぬいと
なみとしていやしめるのにも、私は賛成である。」(Vp466)として、パスカル
の考えをいつたんは受け入れている。
ただし、ヴァレリー はこの段階に止まっているわけではない。パスカルが、
そういつた考えを無限に発展させ、この世の次元での絶対的諦め、絶対的絶望
へと結び付けてしまつたのとは全く逆に、パスカルがいわゆる気晴らしという
言い方で表現している芸術や、学問といつたものを、生きようとする意志へと
結びつけるのである。ヴァレリー は、次のように言つている。
「無限な忍耐と多くの関心を持つてあらゆる事物の巨大な圧力に対抗しようと
する場合、どのような別な種類の思想が人間に生じうるかを考えてみよう。精
神は探究する←resprit cherche)ものである。ノ精神は、宇宙の考察を続けるの
に必要なものを、性急に想像したりしない。」(Vp471)
おそらくヴァレリー はパスカルとは全く異質な仕方で、そういつた難題と闘
ったのである。それは、「探究する」こと、敢えて言えば、「探究しつづける事」
であり、このことは「生きようと努めなければならない」人間としての、ヴァレ
リー にとって必然的な決意であつたに違いない。
「生命体のうちにあつて、その様々な能力の平衡を破ることを本来的な使命と
するのが感性である、(...)それゆえ、われわれの精神は自分自身を刺激して、
茫然自失の状態から解放されねばならない。そして、一方では自分がすべてで
あるという感情と、他方では自分は全くの無であるという動かす事の出来ない
事実との、この二つが引き起こす荘厳で不動なおどろきの状態から、立ち直ら
ねばならない。このようにして、本質的に孤独なものたる精神が自らの思考に
よつて自己を防衛すること(=se d6fendre par ses pens6es)が理解される。」
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(Vp470)
このように、ヴァレリーは、パスカル的眩彙から「自己を防衛する」ことに、
自己の意識の全てを賭けたのだといっていい。
本論では、このようなヴァレリーの立場が、別の角度から表明されていると
も見える ドガ論、すなわち「ドガ・ダンス・デッサン」を取り上げることとす
る。この作品は、 ドガを題材とした一種の芸術論とも言 うべき作品であるが、
ここには、パスカルとは対極的な存在 として、ヴァレリーの精神の中で重要な
位置を占めていたと考えられる画家 ドガの姿が様々な角度から描き出されてい
る。そして、この作品もまた、パスカルについて書かれた文章とは違った意味
において、象徴的にヴァレリーの精神を浮き彫 りにしているものと言えよう。
1章 安易さの否定 ～古典的なるもの～
この作品の中でヴァレリーは、時にあまりに気難 しく、あまりに偏屈な ドガ
の芸術態度や、その言葉を一種コミカルな調子で語つているが、そこからは同
時に、 ドガの深い孤独が浮かび上がってくる。そ してその ドガの孤独を描き出
すヴァレリー の視線には優しさと共感が溢れているように見える。実際、この
「ドガ・ダンス・デッサン」という作品は、あらゆる角度から観察された、 ドガ
の孤独のヴァリエーションであるかのような印象を受ける。
ドガは自己にも他人にも絶えず辛辣でありつづけたのだったが、一方でそれ
は彼を深い孤独へと向かわせていたのである。
「各種の名誉とか利益とか、財産とか、或はまた文士が寛大な軽率さで画家に
容易に与える事が出来る栄光とかを、 ドガほど積極的に蔑んだものはなかつ
た。」(3)
ヴァレリー によつて、このように表されるドガは、あくまでデッサンにこだ
わり、世間での評判や、金銭的な利益を期待せず、彼の意識の中では永遠に未
完成でありつづける作品を、営々として描き続けたのだった。そして、そうい
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った ドガの姿は、ヴァレリー にとつて、ある種の理想的芸術家の姿であった。
「ドガは、常に自分の孤独を感じ、また孤独さのあらゆる形態によつてそれを
感じていた人間であつた。彼は性格から言つて孤独であり、彼の性質の気品と
特異さとによつて孤独であり、彼の誠実さによつて孤独であり、彼の嬌慢な厳
密さと主義や批判の不屈とによつて孤独であり、彼の芸術によつて、すなわち
彼が自分自身に要求したことにおいて孤独であつた。」(D1238)
ドガの孤独について語られたこの文章の畳み掛けるような調子は、ヴアレリ
ーが ドガの孤独を、あたかも自分のものとして感じていたのではないかという
印象さえ抱かせるものである。 ドガの孤独の本質は、自己の芸術に対する決し
て妥協しない、厳しい姿勢に比例して深まつていつたものであるといえるが、
ヴァレリー は、そういつたドガの芸術態度に、この作品全体を通して敬意を表
し、また共感をも示している。自己にも他者にも容易に屈することのない地点
で、自己と向き合つて、永遠に終わる事のない問答を交わしつづけるドガとい
う芸術家は、ヴァレリー の孤独と重なり、そして響き合つているように見える。
それは、 ドガという芸術家の生き方を通して語られる、芸術倉1造における安
易さの否定や、創造の過程を大切にするという姿勢、さらには芸術活動におい
て作用するはずの意志についての考え方の中に如実に表現されているものと思
われるが、第1章では、まず創造行為における安易さの否定という観点で考え
てみる事とする。
ヴァレリー の詩は、古典的作詩法に忠実であり、それは 20世紀に隆盛して
くるシュールレアリスム芸術とは、対照的な制作態度であると言える。そして
このことは、 ドガが安易に時代に追随することなく、伝統的なアカデミスムの
方法を遵守し、デッサンという、絵画の最も基本的な部分を大切にした態度と
通じるものであろう。ヴァレリー は ドガの創作態度と比較して、単に形式を新
たにし、人を驚かす工夫ばかりに気を取られている絵画を評して、次のように
語つている。
「現代の絵画芸術には、何か無知或は無力の疑いを抱かせるものがあり、しか
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もそれは、画家たちがいろいろな風変わりな試みをしているという事実のため
に、疑念が晴らされるよりは却って深められて行 くのである。」o1205)
このように語るヴァレリーは、前衛芸術に対して、強い警戒心を持つている
ように見える。ヴァレリーは、アカデミスムとい うものが、必ずしも絶対的な
規範 とはなり得ないものであるとしても、少なくとも創造行為における過度な
恣意性を抑制する機能を果たすものとして評価 している。そして、このことは
単に眼の「瞬間的な満足のために、精神の諸行為が犠牲にされ」(Dl196)るよ
うな芸術の在 り方にヴァレリーが極めて深い疑念を持つていたことをも物語つ
ている。
要するにヴァレリーにとつて、アカデ ミスムとは、「解剖学や遠近法や類似や
色の共通価値 とかによる客観的な判断」の120oを強いるものであり、ヴァレ
リーは、こういつた外的な規制を、制作とい う行為における必要な規制である
と考えているのである。なぜなら、そこには 「物体との緩慢な、そして直ちに
役に立たない対決によって、或る一種の、自分自身に関する科学、ひとつの与
えられたものを対象とする自分の理知と欲望と、日と手とに関連 した操作の科
学を究めようとする」(D1206)意識を芽生えさせる力が働 くからである。おそ
らく、このことは、芸術家が一定の規制の下で対象に向かい合 うことによって、
無防備な状態では実現 し得ないような対象との緊張関係を結ぶ事が出来る、と
いうことを意味するであろう。
またヴァレリーは、単なる偶然による思いつきや、霊感による閃きのみによ
つて出来あがつたような、作品や思想などというものを信 じていなかつた。例
えば、ヴァレリーは、「地中にあるあらゆる貴重な事物、黄金、金剛石、やがて
きり刻まれる宝石類」は、それらを「引きだし、寄せ集め、変改し、装飾品に組
み立てる人間の労働なくしては、何物でもない」(4)と語 り、詩作というものが、
芸術家による抽象作用を経て初めて完成されるものであるのだ、ということを
言つている。
すなわち、ヴァレリーは単なる古典美の信奉者でも、また単なる前衛芸術ヘ
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の批判者でもない。そこにあるのは、制作行為における意識、意志の力を可能
な限り行使することによつて、無限に深化しうる作品世界と自己の内部世界の
行方を見つめる芸術家の視線である。すなわちヴァレリー の考える芸術家の理
想的態度とは、敢えて設定してでも、創作過程において、超えてゆくべき障害
を見出す、という態度である。そしてこの障害とは、芸術家が創作過程で技術
上・意識上の修練を積み重ねてゆくことそのものを指すのであり、そういつた
操作を経て初めて対象は「宝石」となる可能性を持つに違いない。
このようなヴァレリー の内的要求とドガの芸術態度は極めて近いものであつ
たといえる。テスト氏にも例えられる、この気難しい芸術家 ドガは、ヴァレリ
ーによると次のような人物である。
「容易くできることを拒否し、彼の思索の唯一の対象たるもの以外にはすべて
に無関心だった。彼はただ自分自身の意に適う作品を制作するということだけ
を念願としたのだが、それは同時に一人の最も気難しい、峻烈な、そして決し
て情実に動かされない審査官を満足させようとする事でもあつたのだ。」
oDl164)
アングルを愛する古典的教養に溢れた人物であったドガは、初期の印象派の
画家たちと共に展覧会に出品するなどしてはいたが、一方では単なる新しさと
いう観念に対しては慎重な態度を保ち続けており、いわゆる印象派の人たちと
は一線を画する存在であつたという。
このようなドガにとつての古典というものもまた、ヴァレリー と同様の意味
を持つていたに違いない。すなわち、 ドガにとつての制作行為というものもま
た前衛であるとか、古典であるとかという形式的な問題ではない。新しさとか、
発見とかという観念は、単なる技術上の革新や、前の時代の作品を否定するこ
とにのみ存するのではない。描けば描くほど、修練を積み重ねれば積み重ねる
ほど、芸術家の眼と意識と手は、新たな困難、新たな発見と出会うこととなろ
う。ヴァレリーによれば、 ドガは次のように語つていたという。
「何も知らないうちは、絵をかくことはそれほど難しいことではない。……
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しかしいろいろ解つて来ると、……そうは行かないんだ。」(D1214)
このように語るドガは、修練の度合いに比例して現れてくるであろう困難に
ついて知りすぎるほど知っていたに違いない。しかし、それにもかかわらず、
ドガは持続的な情熱をもってデッサンに打ち込むのである。なぜなら、無限に
続くデッサンという作業のうちに、彼は芸術における神秘や本質といったもの
を予感することが出来たであろうから。
「ちょうど深い信仰を有するものが、ただ神のみについて考え、彼にとつては
詭計とか手管とか、種々の馴合いとか、結託とか、またあらゆる態度や外観は
何一つ意味をなさないのと同じように、 ドガもまた彼の芸術について彼が抱い
ていた或る絶対な観念のみを信じて、終始変わることなく、決して人と妥協し
たりしなかった。」(Dl164)
ここには、芸術による安易な救いへの期待などというものはない。ここで芸
術は、あらゆる現世的な解決策からも遠く離れて、孤独で厳しい修行にも似た
場として語られているのである。おそらくドガにとつての芸術とは、その本質
として困難さを含み持っているものであるということになろう。そして、その
困難を無限に引き受けてゆくということが、 ドガにとつて、ひいてはヴァレリ
ーにとっての創造行為の意味であったのだ。しかし、困難は決して単純に否定
的なものとして捉えられているのではない。なぜなら、困難とは、芸術家およ
び対象の内にある、果てしなく豊かな発見と結びついているものであろうから。
2章 過程の重要性 ～デッサンについて～
次に、芸術における過程の重要性という観点で考えてみたい。この作品の題
名の中にも入つている「デッサン」という言葉は、この作品の至るところに現
れるものであるが、ヴァレリー は、 ドガにとつてのデッサンの意味について次
のように語つている。
「仕事、殊にデッサンは、彼においては一つの情熱、修行となり、それ以外の
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何物をも必要 としない或る形而上学、或る倫理学の対象(=1'o可et d'une
mystique et d'une 6tique)にまでなつていた。( ..)それは彼に種々の明確な問題
を絶え間なく供給して、彼は他のことに対して好奇心を起こす必要を感じなか
った。」(D1210)
単に絵画の素描であるはずのデッサンという作業が、 ドガにおいては「形而
上学」および「倫理学」という言葉で表現されるような質のものであつた、と
ヴァレリー は考えている。そして、ドガの「デッサンは形ではない。デッサンと
はものの形の見方である(=Le Dessh n'est pas la forme,■est h manttre de
vO静la fOrme)」という言葉の意味を次のようなものであろうと言つている。
「物のありのままの写生に対立するものとして、(ドガは)『デッサン』という
ことを言つていたのである。この場合デッサンとは、一人の画家の個性的なも
のの見方や、描き方が、物の正確な模写に強いる変形を言うのである。(。 .。)そ
ういう個性的な錯誤があるために、物を線や影によって描写する術が芸術とな
りうるのである。」(D1224‐1225)
そして、さらにヴァレリー は次のように続けている。
「ドガの言つた『物の見方』は、広義に解釈して、個性、能力、知識、意欲など
の一人の人間における在り方をも含むものと為すべきなのである。」(D1225)
このヴァレリー の言葉は、デッサンというものが、単に転写機のごとく正確
に対象を写し取るものでもなければ、対象を安易に自分流に描く事でもない、
ということを表現している。ドガにおけるデッサンとは、「極めて瞬間的なこと
と、アトリエにおける際限のない労働とを結合させて、そういう瞬間的な印象
を精密な計算の裡に、また直覚することを、ものを追究する意志の持続の裡に
閉じ込めるという冒険」(D1203)であつたと言えるだろう。
このように、デッサンとは、単なる写生が、芸術となるための芸術家の内的
変化の過程を表現するものであり、それゆえ制作過程は、 ドガにおいて無限に
深められる技術上、意識上の問いかけの絶えまない契機となりうるのである。
ドガは決して、自分の仕事に容易には満足することなく、一枚の絵が本当に出
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来あがったと認める事は稀にしかなかつたという。 しかも、すでに人の手に渡
つてしまった作品でさえも再び自分の手元に戻して、や り直したくなるとい う
ような、際限のない探究心と向上心とを持ち合わせている画家であつた。
このことは完成された作品よりも、それを作り上げる過程にこそ価値がある
としたヴァレリー の考えと一致する。しかも、造型芸術においては、その制作
過程は極めて明確な形で提示されるものであり、その意味でドガの制作態度、
および ドガのデッサンといったものは、ヴァレリー の考えを表現するのに格好
の素材であつたと言えるかもしれない。いずれにせよヴァレリー は文学作品に
おける言葉上の訓練ということと、絵画におけるデッサンとを重ね合わせてい
たのである。周知のように、ヴァレリー もまた「カイエ」として世に出る事と
なるような孤独な思考の営みを晩年まで続けていたのであり、それはある意味
では、決して自分の作品の完成を認めなかつたといわれるドガの制作態度にも
たとえることができるであろう。あるいは、それはアトリエの中で孤独に制作
を続けるドガのデッサンにも似た、精神の素描の終わる事なき訓練であったと
いえるかもしれない。 ドガにおけるデッサンが、仮にヴァレリー における思索
のたゆまぬ営みと呼応するものであったならば、ヴァレリー がそれを「或る形
而上学」、「或る倫理学」と呼んだとしても、それは決して不思議なことではない。
またドガは、文学者が絵画について語ることを非常に嫌っており、絵画につ
いて絶対の沈黙を守ることを要求していたのだという。ヴァレリー によれば、
彼自身は深い文学的教養を持ち合わせた人物でありながら、一方ではドガは絵
画における文学的判断を拒否して、次のようなエピソー ドをしばしば語つてい
たという。
「ミューズの女神達は、各自、自分のために他人から離れてせつせと仕事をす
る。彼女らは決して自分らの務に付いて語り合つたりなどしない。一日の務が
終わつて、相互の職業についてはいささかの議論もなく、批判もなく、『彼女ら
は踊るんだよ』と彼(ドガ)は喚ぶのであった。」(5)
このエピソードから推し量る事が出来るのは、 ドガにおけるデッサンという
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もの、ひいては芸術というものの内実は、制作そのもの、描くという行為その
ものの実際によつて実感されなければならない、という事だったのではないだ
ろうか。そのことは、 ドガの弟子であつたエルネスト・ルアール(6)の「ドガの
ような芸術家は画布の上で自分と格聞する事によつて始めて理論と実際とを一
致させる事が出来るのである」の1236)という言葉に間接的に表現されている
と言えよう。すなわちドガは、創造行為の過程でのみ、自分自身のあらゆる懐
疑 (それは芸術上の探究心と言つてもよいだろう)に、かろうじて一時休止を
与える事が出来ていたのではないだろうか。少なくとも、デッサンしている間、
筆を動かしている間は、 ドガは止まつていない。描くという行為そのものの内
部にいる限り、 ドガは無限に芸術上の発展を期待できる状態にいられるはずで
あるから。
そしてこのことは、ある意味ではヴァレリー の芸術態度とも重なるものであ
ろう。もちろん、ヴァレリー は文学者であり、当然 ドガの立場とは方法的に異
なっている。しかし、ヴァレリー もまた、飽くことなく続けられる思考の営み、
書くという行為そのものの力を信じている。ヴァレリー は、自己の能力を遥か
に超えたような作品を志向すべきだ、ということを言つているが、それは逆に
いえば、そこにいたるまでの無限の修練と忍耐とを自らに課すことを意味する
ものであり、ひいては作品の創造過程のうちに、自己の内的進歩の無限の段階
を、ヴァレリー が見出しているということを物語つていると言えよう。
3章 意志的なもの ～見ることと描くことと～
この作品の中の断章の一つに「見ることと描くことと」という項目がある。
それは、次のような言葉ではじまつている。
「鉛筆を手にせず して或る物を見ることと、それを描こうとして同じものを
見ることとの間には非常な相違がある」(Dl187)
そ してさらにヴァレリーは、この言葉の意味について次のように言つている。
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「例えば私が或る物を正確に認識するためには、それをかりに頭の中で描いてみ
る他はなく、それを描くということはそれに努めて注意することであり、そう
いう注意は、私が既に見ていて、よく知っていると思つていたものを著しく変
換せずには措かないものなのである。」(DH88)
ここには、特に絵画制作の過程についての創造行為と精神活動との関係に対
するヴァレリー の考え方が表現されている。すなわち、ここで言われているの
は、制作行為における動作と眼、すなわち意識の緊密な相関関係である。意識
は、その媒介物としての視線が対象を捉えるときにも、また捉えられた対象を
手の作業へと変換させる際にも必ず必要となる。 しかし一方では、視覚や手の
作業というものがなければ、意識もまた一歩たりとも進んで行く事が出来ない。
したがって、ヴァレリー が制作過程を極めて重要視するということは、意識と
制作行為の緊密で適切な連携を期待しての事であると考えられる。しかも、そ
の眼と手と意識の連携からなる創作活動の一連の行為は、繰り返されるごとに
その内容を深め、豊かになつて行くはずである。そのことを、ヴァレリー は次
のように表現している。
「眼がある線を描くごとに、それは一つの瞬間的な思い出の要素となり、その要
素から、手は紙上に線を描く己が運動の法則を授かるのである。すなわち眼が
描く線は線に変換される事を必要とするのである。」ol18o
すなわち対象を見つめる視線が意識に変換せられ、さらには手に伝えられる
という一連の反応の永続的な繰り返しを通して、芸術家は、無限に更新される
新しい表現へと向き合う事となるのである。一筆ごとに更新される記憶の成果
というものが仮にあるとするならば、その一筆一筆、それどころか対象を捉え
るときの視線そのものさえ、作品と深く関わつてくるところとなるだろう。
周知のようにヴァレリー は、いかなる芸術活動においても、また芸術活動の
いかなる段階においても、意識は覚醒していなければならないと考えていたの
であり、自己意識を偽るかもしれないどんな些細な状況をも、疑い、拒絶しよ
うとしていた。そしてこの意識の覚醒を可能な限り永続させるためには、言葉
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によつて現実を捉えようとする永続的な営みが、持続的に行われなければなら
なかつたのではないだろうか。それは、ほとんど修行のような趣さえ漂つてく
る。なぜなら、そこには意志の力が必要となるからだ。
ヴァレリー によると、ドガは、次のように語つていたと言う。
「我々は、現在我々が遣っていることよりも,何時かは為し得るだろうことに
ついて、自信を持たなければならない。でなければ仕事なんて意味がない。」
oD1210)
ここには、決して楽観主義的な未来への希望的観測などというものはない。
そうではなく、ここにあるのは強靭な意志の力である。容易さを拒否し、創造
行為における過程を大切にするという、一種不毛なまでの労働を自己に課すた
めには、一体どれほどの意志の力が必要であつただろうか。
そして、この意志の持続によつてこそ、彼らのような芸術家の価値は評価さ
れるべきであろう。もしも、この意志の持続がなければ、彼らにとつての現実
は砂のように崩れ去ってしまう幻影と化してしまうかもしれない。そう感じさ
せてしまうほどに、 ドガおよびヴアレリー の芸術への姿勢は、ある種の深刻さ
と厳しさを秘めているように見える。
ヴァレリー は、次のようなドガのエピソー ドについて触れている。
「非常な精進の結果であるような絵を描いていて、しかもそういう絵と、成功
するための社交的な、ならびに政治的な諸条件とをうまく一致させている或る
画家について、 ドガは『あの隠遁者は汽車の時間をちゃんと心得ている』と言
った。」01217)
これは一例であつて、ヴァレリー は、 ドガが大衆を軽蔑し、現実をさめた視
線で見つめていた様子を、様々に描き出している。そして、このようなドガに
とっては、もはや描くこと、描こうとする自己の意志以外のあらゆるものは、
もはや不毛で不純なものとしてしか映らなかつたに違いない。
結語
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このように、ヴァレリー は ドガの芸術態度を描き出す事によつて、芸術にお
ける容易さの否定ということ、および過程の重要性・作業の重要性、そしてそ
こにおける意志の介在の必然性について間接的に語つているといえる。そして
このことは、ある意味では、ヴァレリー が非難したパスカルの姿勢と、相反す
るものではないだろうか。ヴァレリー は、パスカルのように現世で生きて行く
事を諦めようとはしなかった。それはパスカルの言う、人間の悲惨な状態に、
気がつかなかつたからではない。諦めの方へと一気に駆け上ってしまうよりは、
現実を一歩一歩大切に歩んでゆく態度を芸術世界において実現することを選択
する意志である。しかし、それは、ある意味で、現実というもののはかなさ、
たよりなさから発している意志であるといえるかもしれない。そして、このこ
とはパスカルとほとんど変わりないとさえ言えるような一種の生存の物哀しさ
とでもいうべきものを秘めている思想のようにも見える。ヴァレリー は、いか
なる段階においても無限に現れてくる困難に、瞬間ごとに向き合いつづけるこ
とによって、現実を作り上げてゆくような姿勢を、 ドガの芸術態度のうちに見
出しているとは言えないだろうか。それは、ヴァレリー が、その詩の中で、し
ばしばうたつているような、意志によって新しい現実を作り上げてゆこうとす
る態度と通じるものであろう。それは、決して単純な希望ではないが、しかし
過程のひとこまひとこまが必然的に未来を作つて行くことによつて生れる生へ
の希望によって貫かれている。
このようにヴァレリー は、生きようとする意志を芸術という場で最も頑固に、
そして誠実に保ちつづけようとした特異な画家としての ドガに、この作品を通
して共鳴しているのである。それは、この作品を通して見出す事の出来たヴァ
レリー の芸術態度とドガの芸術態度の、極めて深い親近性のうちにもはつきり
と現れている。 ドガの存在は、ヴァレリー の内部にある深い孤独と共鳴するも
のであったと同時に、また無限にヴァレリー の精神を刺激して止まない不屈の
高邁さをたたえた泉のようなものであったと言えよう。
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そして、こういつた ドガヘの共感はヴァレリー のパスカルに対する抵抗の具
体的現われとして見ることが出来よう。ヴァレリー は、「人間が無である事はわ
かりきつている」として、人間の悲劇性を決して否定しはしなかつた。しかし彼
は、パスカルのように、知識や芸術という人間に許されたもう一つの神秘への
入り口までも捨て去るようなことはしなかつた。ヴァレリー は、人間に与えら
れた思考するという能力、作り出すという能力を可能な限り探究しつづけるこ
とによつて、一つの人間的解決の糸口を見つけようとしたのである。
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